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健やか食育プロジェクト事業報告書 

 

健康福祉事務所名 宝塚健康福祉事務所  

 

１ 食育推進体制の整備 

食育推進 

課題 

管内各市のデータヘルス計画より、医療費は55歳前後から急激に増加

する傾向にあり、医療費のうち高い割合を占める生活習慣病の内訳では

糖尿病や高血圧性疾患の占める割合が高い。持続可能な社会の実現に向

け、働き盛り世代における生活習慣病予防は喫緊の課題であるが、これ

らの世代は健康づくりのために時間を割く余裕がないことも多く、食育

の機会を得にくい世代である。    

また、Withコロナ社会において、外出自粛やテレワーク等の導入によ

り、管内の事業所給食施設（社員食堂）や寮など働き盛り世代を取り巻

く食環境や食習慣にも変化があったことが想定されるが、従来の方法に

よる状況把握は困難であり、コロナ禍を踏まえた食課題の抽出、課題解

決に向けた取組方法を模索していく必要がある。 

今年度の 

推進方策 

事業所給食施設、寮を通じた食環境や食行動に関する調査を実施し、

コロナ禍を踏まえた食課題の抽出、課題解決に向けた取組方法を模索す

る。 

また、企業主体の食を通じた健康づくりに取組む企業の増加・食環境

整備の充実を図る。 

成 果 

一部施設では4月の緊急事態宣言以降食堂を閉鎖していたが、大半の

施設では、感染防止対策を講じ食堂の運営を継続していることが明らか

となった。また、事業所給食（社員食堂）では利用割合が下がる傾向に

ある一方で、寮では約3割の施設で利用割合が増加していた。 

新型コロナウイルス感染症の流行を契機に、職員の肥満や高血圧等の

生活習慣病を課題と捉えている事業所も複数あることもわかった。 

今後の 

方向性 

職員の健康課題が認識できている施設については、課題解決に向けた

取組について支援方法を検討する。健康課題や目標設定が不十分である

施設については、利用者の健康状態を把握するよう働きかける。 

 

２ 会議の開催状況 

実施日時  

参 集 者 
（団体数 

 及び人数） 

協議内容 

今後の 

方策 

当面、集合型開催は困難な状況が予想されるため、オンラインで参

加可能と回答のあった企業等を中心に実施を検討する。 

※会議の議事録、参集者名簿を添付すること。 

  

新型コロナウイルス感染症流行のため開催中止  
書面にて感染症流行下における社員食堂（寮食堂） 
実態調査結果の還元と当所の取組について情報提供 



 

 

 

３ 食育実践活動の結果 

テーマ Withコロナ社会で変わる社食 食で支える社員の健康 

対象 

及び 

参加 

者数 

第1回 アイリスオーヤマ株式会社三田工場 61人 

第2回 アイリスオーヤマ株式会社三田工場社員 

第3回 管内給食施設 事業所32施設、寮11施設 

事 

業 

内 

容 

日時・場所 内  容 講師・運営スタッフ 

 

令和2年9月 

【実態調査】 

働き盛り世代の 

食に関する調査  

ｱｲﾘｽｵｰﾔﾏ株式会社三田工場 

宝塚健康福祉事務所 

令和3年3月 

【食環境整備事業】 

 朝食摂取の啓発用 

リーフレット・ポスター配布 

ｱｲﾘｽｵｰﾔﾏ株式会社三田工場 

宝塚健康福祉事務所 

令和2年10月 

【調査・普及啓発】 

新型コロナウイルス感染症

流行下における社員食堂

（寮食堂）実態調査 

管内給食施設（事業所・寮） 

宝塚健康福祉事務所 

成 

果 

【成果】 

・新型コロナウイルス感染症流行下における事業所給食施設（社員食堂・寮）

の運営実態を概ね把握することができた。 

調査表回収率 事業所 24 施設（75％）寮 8 施設（73％） 

・調査結果より事業所給食施設（社員食堂）では、約半数の施設で労働者の健

康の保持増進を図るための計画が策定されておらず、労働者の身体状況や

食習慣等の課題についても、把握や目標設定が十分でない実態が明らかと

なった。 

・社員の健康課題が認識できている施設については、「肥満」や「高血圧」「朝

食欠食」を健康課題として捉えている施設が複数みられた。 

 

【評価指標と目標値及び達成状況】 

・利用者状況把握をしている施設数の増加  

ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ9施設（H29） → R2末11施設(※最終17施設目標) 

・健康・栄養情報の提供をしている施設数の増加   

ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ24施設（H29）→ R2末21施設（※最終31施設目標）      

今後の

課題 

感染症の影響が長期化する中、従来の方法（健康講話やブース展示等）によ

る食育は困難な状況が続くと予想される。 

 オンラインにて食育会議等への参加も可能と回答した事業所も複数あるこ

とから、今後はオンラインを併用した食育について検討を行う。 

※プログラムや内容がわかる資料を抜粋し添付すること。 

 



 

 

  
 

 

 

         

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q 新型コロナウイルス感染症流行により食堂利用割合に変化はありましたか？ 

 

 

 

 

 

 

事業 の 
ねらい 

事業 
背景 

令和 2年度 健やか食育プロジェクト事業 

ｗith コロナ社会で変わる社食  
食で支える社員の健康 

働きざかり世代への生活習慣病予防の向けた対策は喫緊の課題。 
With コロナ社会において、外出自粛やテレワーク等の導入により、管内
の事業所給食施設（社員食堂）や寮など働き盛り世代を取り巻く食環境
や食習慣にも変化があったことが想定されるが、従来の方法による状況
把握は困難である。コロナ禍を踏まえた食課題の抽出、課題解決に向け
た取組方法を模索していく必要がある。 

新型コロナウイルス感染症流行下における社員食堂（寮食堂）実態調査を実施 

【調査対象】管内給食施設 43 施設（事業所･･･32 施設、寮･･･11 施設） 
【調査時期】令和 2年 10 月 
【調査方法】郵送にて調査協力依頼。調査用紙は郵送にて配付。 

回収は郵送の他、eメール、FAX にて実施。 
【回 収 率】事業所 24 施設（75％）  寮 8 施設（73％） 

○ コロナ禍を踏まえた食課題の抽出 
○ 課題解決に向けた取組方法を模索 
○ 食を通じた健康づくりに取組む企業の増加 

0%

0施設
34%

8施設

58%

14施設

8%

2施設

事業所 N=24

増えた 減った 変化なし 無回答

37%
3施設

0%
0施設

63%
5施設

寮 N=8

増えた 減った 変化なし

 事業所給食施設（社員食堂）では約3割の施設（8施設）で利用割合が減った一方で、寮で

は利用割合が減ったと回答した施設はなく、約4割（3施設）で利用割合が増えていました。 

※結果一部抜粋 



 
Q 事業者は労働者（喫食対象者）の身体状況、食習慣の課題を把握していますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の 
方向性 

朝食摂取の啓発用 
リーフレットを 
作成・配付 

約半数の施設では、職員の健康課題や目標設定が不十分である
ことから、利用者の健康状態を把握するよう働きかける。 
オンラインにて食育会議等への参加も可能と回答した事業所
も複数あることから、今後はオンラインを併用した食育について
も検討を行う。 

46%

11施設46%

11施設

8%

2施設

事業所（社員食堂） N=24

把握している 把握していない 無回答

75%

6施設

25%

2施設

寮 N=8

把握している 把握していない

 事業所給食施設（社員食堂）では約半数の施設で労働者の健康の保持増進を図るための計画

が策定されておらず、労働者の身体状況や食習慣等の課題についても把握や目標設定が十分で

ない実態が明らかとなりました。 

一方で、健康課題を把握していると回答した施設では、従業員の「肥満」や「朝食欠食」を

課題と捉えている施設が多くありました。 


